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6. おわりに 
2004年度に開始した処分システムに求められる閉鎖性能の考え方の2年目として初年度の坑道交

差部における水理解析の次段階として，処分場パネル規模の水理解析を行った。 
パネル規模の解析では，解析モデルの大きさを考慮して，構成要素の透水係数の設定において，

等価透水係数の考え方を導入した。解析では，粘土プラグの設置位置，埋め戻し材の透水係数，処

分坑道の透水係数，動水勾配の方向をパラメータとし，解析結果への影響について概略評価するこ

ととした。 
今回の解析の結果，全体の地下水流動および通過流量等に対して，粘土プラグの設置位置，埋め

戻し材の透水係数，処分坑道の透水係数，動水勾配の方向が大きく影響することが分かった。 
具体的には，①処分坑道を動水勾配に対して垂直に配置すること，②主要坑道の透水係数を小さ

くすること，③処分坑道に粘土プラグを設置することにより，処分坑道の流量の抑制に有効である

ことが明らかになった。 
今後の展開として，これらの解析結果を考慮して，解析モデル，境界条件の見直しを行い，地下

水流動を詳細に評価する。その後，地下水流動を詳細に評価した水理解析結果を考慮した核種移行

解析を実施するとともに，核種移行解析結果を元に，閉鎖シナリオの設定を行う。 
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